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Ⅱ．有機農業･自然農法野菜栽培 2019 

１．農地生態系を生かし、健康な野菜を栽培する 

１）有機農業･自然農法野菜栽培の基本は 3 つ 

我々が目にする森や林、草原などの自然は、いつも同じように見えますが、植物や環境は

日々変化し、現在に至っています。刻々と変わる変化に合わせて、その環境に合う植物が育ち、

やがて枯れて、次の世代やその環境にあった別の植物が芽吹くことを繰り返し、これら植物が少

しずつ環境を変えていきます。 
生ごみや収穫残渣などを入れた堆肥場で育っている自生えのカボチャが、畑で育っているカ

ボチャより生育が良かったという経験がある方もいると思います。家庭菜園でシソを作ったら、翌

年から至るところでシソが生え、雑草を扱うようにシソを抜いた経験もあるかも知れません。これら

は不思議と虫や病気の害がないことが多いです。そこには追肥や耕耘、かん水の必要もなく育

っています。 
元々は野草だった植物を我々の祖先がタネを採り、栽培を続け、長い年月をかけて選抜して

きたものですから、痩せ地に生えていた野草がルーツの野菜は痩せ地に、肥沃な土壌に生える

野草の場合は肥沃地に、保排水性にも注意しながら、野草として生えていた環境に似ているとこ

ろにタネが落ちれば、自ら育つはずであり、それほど手間をかけなくても収穫できます。 
このように野菜にとって適切な条件下では特別に水や肥料を与えなくても作物は自ら育つ力

があります。有機農業・自然農法畑作栽培のコツは「作物にとって良い環境条件を整えてから作

付けし、作物が本来持っている健康に育つ力を引き出す栽培をする」ことにあります。 
農業経営を考えながら「作物が健康に育つ条件が成立する育土（土が自ら育つことを助ける・

農地生態系制御）を行うと共に、適地･適作･適品種、省力で付加価値の高い作付け体系を整え

られるか」が成功の鍵になります。 
有機農業・自然農法で野菜が健康に育つ基本は適地･適作･適品種です。（図Ⅱ－1） 

①適地： 栽培する野菜にとって過不足のない養分供給と根がすくすくと伸びる健康な土壌、

特定の病虫害の出にくい農地生態系を整える育土を行う。 
②適作： 野菜の生理に適した日照や温度、水分を確保しやすい時期（旬）の栽培 
③適品種： 栽培する野菜の自家採種など品種自体が圃場に合って遺伝的にたくましく、作期

に合う適正な品種を選択。 

はじめからこれら全ての条件が揃うわけではない場合が多く、栽培を行いながら調整します。

実際にどのようにするかは、土地条件や栽培作物によって千差万別となることは必然です。 
例えば、島根県の反田氏孝之氏は、夏はソルゴー、冬はムギ類を育て輪作育土を行い、ゴボ

ウを栽培します。徳島県の岡田智明氏は 40 年間、カヤや菌床、モミ殻を活用した堆肥で育土を

行い、集約的に栽培しています。二人とも有機ＪＡＳ認定農家であり、育土を意識して栽培するこ

とは共通です。露地やハウス、規模の大小で方法は変わりますが、栽培作物に合った土壌という

目標は変わりません。最良の状態で作付けをするために、前作から準備に努めています。 
タネについても圃場環境や時期に合った品種を選択することが重要です。購入種子でも構わ

ず、このような品種からタネを自家採種することで、より栽培が容易になってきます。 
無農薬は当然ですが、いわゆる肥料分は圃場や栽培作物の必要に応じて、農地生態系に緑

肥や堆肥等の形で土壌の有機物循環に取り込みます。植物根や有機物で腐植と団粒構造を

つくり、物理性を改善して保排水性機能を高め、肥沃度を上げて化学性を改善し、多様な生物

8

2019年度 有機農業・自然農法技術交流会



を増やして生物性を改善します。農地環境が栽培したい野菜に合うまでは無理をせず、作付け

ないことも選択肢となりなります。ある程度の条件が整ってから作付けし、除草や耕耘、かん水を

適宜行い、土壌の有機物循環系を刺激しますが、程が重要です。 
同時にこれら生き物の住処を意識した耕種管理を行い、生態系を豊かにするように草を活か

して、病虫害も防いでいけるように、全ては理想の農地生態系構築に向かう管理を行っていくこ

とが重要です。 

 
図Ⅱ－1 自然農法栽培のポイント 

 

２）農地生態系を豊かにする小さな工夫を積み重ねる 

東京農業大学初代学長の横井時敬は「農学栄えて農業滅ぶ」「稲のことは稲に聞け、農業の

ことは農民に聞け」との警句を残したといわれています。岡田も自然が先生であり、各地域の篤

農家に実施して貰えば良いとしています。方法論や資材ありきではなく、これさえやっておけばと

いう技術論でもありません。農地生態系を豊かにする方法は、時に生産性を下げる場合もありま

す。「方法論が栄えても生業として成り立たなければ意味が無い」と解釈・戒めとして、「自然のこ

とは自然に聞け、自然農法のことはその土地の実施者に聞け」と読み替えたいと思います。  
販売先など経営を含めて各圃場の自然に合わせることが自然農法です。各地域の実施者の

情報共有とそれぞれの自然に合う長期的または短期的解決策を組み合わせから、最善策を臨

機応変に選択して積み重ね、生産性を上げながら、豊かな農地生態系を構築し、理想の農業を

行うことが重要です。 
例えば、ビニールマルチを活用して保温に努める場合などは、圃場周りに緑肥や雑草を残し

て天敵の越冬先を用意し、生

物多様性を維持するなどの農

地生態系に配慮する小さな工

夫の積み重ねです。 
これら小さな工夫は、地域

性もありますが、農地生態系が

整うことにより、やがては洗練さ

れた地域特有の農業生産体

系に集約されていきます。 
 

高品質 
多収 

安定生産

作物が健康に育つ

適作：旬の栽培 

適地：育土（農地生態系構築） 適品種 
自家採種 

自然農法のタネ過不足のない養分供給 

遺伝的なたくましさ 環境ストレスの減少 
病虫害の出にくい土と環境

図Ⅱ－2 栽培方法と農地生態系 
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３）自家採種 

（１）自家採種の利点 
採種しやすいということは、「タネが採れる＝自生できる＝栽培にかかる手間が少ない」という

意味で、自然農法で栽培しやすい作物 （品種）を意味します。自家採種することで、より不良天

候に強い、強靭な品種となり、個々人の栽培方法に適した品種を選抜することができます。 
①  安全、安心なタネを使うことができる。 
② タネ代の節約。 
③ 自分でタネを育てる喜び（独特の風味や味が楽しめる）。 
④ その地域の気候風土や栽培条件にあった株を採種することで、畑（土）との相性も高まる。 
⑤ 母本選抜時の作物の観察視点が、生育診断に活用できる（作物の性質や生育を見抜く目

が養われる）。 
 

（２）青果栽培（食用）と採種栽培の違い 
①分類と栽培 

野菜栽培における通常の分類方法は、主に利用部位による分類なので、育て方との関係は

希薄です。作物の一生という視点から栽培を整理します。 
葉菜類：コマツナ、レタス、キャベツ、ハクサイ、ホウレンソウ、ブロッコリー、・・・ 
根菜類：カブ、ニンジン、ダイコン、ゴボウ、ジャガイモ、サツマイモ、サトイモ・・・ 
果菜類：キュウリ、トマト、ピーマン、カボチャ、スイカ、メロン、インゲン、ラッカセイ、エダマメ・・・ 

②作物の一生という視点から栽培を整理する 
作物によって収穫する時期は異なり、生育初期で収穫するレタスやニンジンもあれば、トマト

やカボチャのように生育後半で収穫する野菜もあります（図Ⅱ－３）。 
一方、タネの収穫時期はいつなのでしょうか。収穫時期を幼苗期・伸長期・茎葉繁茂期（開花

結実期）・成熟期という作物の生育毎に分類してみると、採種栽培はタネを収穫するのが目的で

すので成熟期まで育てる栽培と言えます。成熟期で収穫する作物は、そのままタネを育てること

を意味しますが、その他の作物では成熟期まで栽培しませんので、普通に収穫するとタネは採

れません。作物によっては食用として収穫する時期とタネを収穫する時期がずれることになりま

す。 

 
図Ⅱ－3 作物の一生という観点から栽培を整理する 
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Ⅲ．有機農業･自然農法水稲栽培 2019 

１．良食味米を生産する健全な水稲栽培 

１）求められる有機農業・自然農法 

（１）肥料・農薬に依存しない栽培時期（適期・適作）の選択。地力発現をうまく使う 
有機農業・自然農法にとりくむ生産者には、「農業生産に由来する環境への負荷をできる限り

低減した農業生産の方法（有機農業の推進に関する法律第二条（定義））」が求められています。

有機農業は安全性もさることながら環境負荷低減が期待されています。有機農業推進法の基本

理念でも、「自然循環機能を大きく増進し、かつ、農業生産に由来する環境への負荷を低減す

る（有機農業の推進に関する法律第三条（基本理念））」ものと説明されています。 
生育に不適な条件下で育てようとした場合には、農薬や化学肥料をより多く使う必要があり、

無農薬・無化学肥料では健康に育てることはできません。健全な栽培が可能となる条件は、光・

温度・水分・栄養など多岐にわたります。一言でいえば、人間の都合ではなく、自然の気候風土

に合わせて、その自然風土を最大限に活かして、水稲が育ちやすい最適な条件が揃う時期を

選んで栽培する必要があります。 
地域・圃場環境や条件に応じて、適正な栽培時期とそれに合った品種を選択することで、農

薬や化学肥料に頼らない有機農業・自然農法水稲栽培は容易になります。水稲の作付時期は

早い順に、早期・早植・普通期・晩植・晩期と呼ばれます。長い経験の上で、各県でそれぞれ栽

培時期とそれに向いた品種や施肥法が決められています。その意味では、風土や立地条件に

合った普通期から晩植は有機農業・自然農法に向いていますが、注意しなければならないのは、

現在の栽培時期は化学肥料と除草剤などの農薬を前提とした生育反応を基準にして拡がって

いることです。 
早植えにするほど、寒い地域に行くほど、低温により地力の発現が遅く、化学肥料がなければ

分げつがすすみにくくなります。また雑草の発芽はばらつき、何回も除草を行う必要があります。

早播きは育苗が難しく、地力の低い水田ではでできるだけ遅く植え、生育量が不足する場合に

は栽植密度を高める対応が必要になります（表Ⅲ－1）。 
また立地環境が平地か山間地か、南下

りか北下りか、盆地か台地かといった違い

でも、水温や日照条件が変わるので、そこ

に適合させた作期が必要となります。標高

が 100m 上がると 0.6℃気温が下がり、中

山間地は日照時間も短くなります。山の

谷間に霜の道ができたり、冷気だまりがで

きたりして、凍霜害が頻出することもありま

す。地形の違いでおこるさまざまな気象災

害の起こりやすさは、森林の樹木の種類

や育ち方などから伺うこともできます。栽

培時期と同様に生育初期の低温と日照

不足に注意が必要です（図Ⅲ－1）。 
【参考資料】 『三澤勝衛『風土産業』を読む』 
         志村明善 2016 あざみ書房 図Ⅲ－1 水稲の作期策定の考え方（坪井1974） 
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表Ⅲ－1 各作期での栽培の注意点 
 早期栽培 早植栽培 晩植栽培 晩期栽培 

品種 地域の奨励品種で作期にあったものを選択 

早晩性 

早生品種を選択 できれば中生か中晩生を選択 

湿田等は適正な秋処理のため中生品種を選択

田植えが遅いほど、ま

た湿田等は適正な秋

処理のために早生品

種を選択 

草型 穂重型か扁穂重型もしくは中間 

育苗 
生育最低温度と昼夜の温度格差（15℃以上）に

注意、夜間の保温と昼間の換気を丁寧に行う 

過乾燥にしない 

高水温に注意し、水分過多で徒長させない 

田植え 

活着最低温度に注意し、暖かい日に移植 中成苗を定植 極端な遅植えは、活

着が悪いので若苗定

植 

栽植密度 

茎数確保のため普通期より株間を狭めたり、植

付本数を増やし、栽植密度を上げる 

普通期と同じ栽植密

度か密度を下げる 

茎数を確保するため

普通期より栽植密度

を上げる 

水管理 

水が冷たく回し水や溜水管理など保温に努め

る 

初期は保温のため深水 

雑草の問題が無ければ浅水で分げつ促進と徒

長防止 

植え痛み防止で活着まで深水、その後は予測

される雑草に合わせて管理 

浅水で分げつ促進 

収穫が遅くなるため、秋処理を考えてしっかりと

した中干しを検討 

除草 
雑草の発芽がばらつくため、除草後に発芽する

雑草がある前提で、何回か除草に入る 

雑草の発芽は揃いやすいが、生育も早いた

め、適期除草に努める 

病虫害 日照不足、低温による病虫害に注意 窒素過多による病虫害注意 

出穂期 

成熟期 

高温障害に注意 安全出穂期晩限と収穫後の秋処理を考慮し

て、出穂期と品種を決定する。 

落水 
できる限り遅く 遅いと乾きにくくなり、秋処理に影響するため注

意 

山間地は、生育初期は早期栽培、成熟期は晩期栽培と同様の点に注意する。標高が高いほど栽培適期が短い

ため、早生品種を選択する。 

 
（２）健全な水田生態系を育てる（自然循環機能の活用） 

自然循環機能を活用するには、温度とともに上昇する地力窒素発現を最大限に利用して、施

肥を節約することによって自然の循環量を増やし、肥料を買い・運び・すき込む資材費や労働費、

エネルギーを節約し、環境への負荷を最低限に抑えます。例えば希薄な窒素条件を補うように

働く窒素固定菌には、窒素施肥を控え生物の働きを促す炭素（糖や二酸化炭素）や水、温度を

整える必要があります。施肥窒素を優先させれば余剰となった窒素を代謝して土壌から追い出

す力が働き、地下水の硝酸態窒素汚染や、大気中の亜酸化窒素ガスを増加させる環境負荷の

原因となります。 
食料・農業・農村基本法第四条、農業の持続的発展では「農業の自然循環機能が維持増進

されることにより、その持続的な発展が図られなければならない。」とされて、農業において自然

循環機能を活かすことは、つまり、農地生態系の力を育み、能力を発揮させることと同義であり、

有限のエネルギーを効率よく節約し、より持続的な発展のために、水稲栽培では以下の２つが

重要な鍵を握ります。 
①生産に関与する水系を含む広範囲の生態系を視野に入れた地力維持増進（育土） 
②代かき田植えを目標にして、適正な稲わら処理を行う温度と養水分を管理する育土 
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（３）雑草も味方につける 
田植え後の 30～50 日程度は、水稲と雑草の陣取り合戦で、最も重要な期間です。この期間

を過ぎて発生した雑草は収量を減らすことはなくなり、むしろ米の品質向上に役に立ちます。例

えば、コナギやオモダカなどの雑草で田植え後 50 日を過ぎて発生し水稲の大きさの 5 分の 1
以下の場合は、除草しない方が品質が向上し収量が変わらないか、むしろ収量が増加する場合

があります。ですから、後から生えてきた雑草は除草せずに、水稲栽培の助けになっていると静

観していても、その作では問題とはなりません。 
ただし、大きくなった雑草を残すと、1株のコナギやオモダカによって、数千～数万の種子を着

け、翌年の発生源となって、翌年の方が繁殖率を高めることにもなります。特に有機栽培に転換

して直後は問題とならなかった雑草が、年々増加して有機栽培継続でコナギやタイヌビエ、イヌ

ホタルイが増加して、問題となる状況があちこちで見られます。そのため、田植え後５０日までに

発生する雑草はできるだけ少なくするよう、田植え前に発生ピークを過ぎること、代かき除草直後

に田植えして雑草に対して水稲が優先するように、水深を維持してタイヌビエやホタルイの生育

を抑えること、ボカシ等を田面にまいて地表の生物活性を高めることなど、水稲と競合しない初

期除草が肝心となります。 
除草剤を連年使用しても雑草を無くすことは容易ではなく、有機栽培ではその必要性もないと

いえますが、水稲と競合しない程度に抑える工夫を続けて、年々と除草に依らず雑草害が減少

するよう栽培管理をつづけます。除草の必要性の目安としては、、徐々に雑草の比率が減って

いくように、水稲の生育量の 5 分の 1 以下に抑えるように、理想的には 20 分の 1 に抑えられれ

ば除草する必要はなくなります。単純に考えれば、大きくなったコナギやオモダカは取り除く方が

良いと考えられますが、取り切れないと判ってもあきらめないで、この後の技術的な説明を読ん

で、相対的に水稲の生育が優るような改善策を採用してください。 
 

①雑草を役草にする 
水田ではどんな種類の雑草が多く生えているのでしょうか。雑草は種類によって好む環境が

違います。例えば、いろいろな雑草が生えている水田は、田面が均平でないなどムラがあって整

然としない環境ができあがっています。機械除草効果もあまり期待できず、水稲生育も均一にな

りません。そんな水田では基本的な管理を見直して、田面の均平化や強固な畦作りなど水田基

盤環境の充実を目指します。 
水田雑草は土の状態を示してくれる目安となり役に立つ草（役草）です。水稲よりも旺盛に生

育するなら、その水田の緑肥として有望です。雑草が生えてくること自体が憂鬱で、そんな見方

はなかなかできないと思いますが、少し肯定的に捉え、なぜ水稲の元気がなくて、雑草は元気が

良いのか考えてみたいと思います。 
水田土壌の栄養供給能や水持ち、生物活性によって優先する水田雑草は異なります。例え

ば、化学肥料の肥効が残り、田面が固く、保水性が劣り、肥沃でない水田には、ヒエが多く発生

します。そこで堆肥や有機肥料を多めに還していくと田が柔らかくなり、深く水を貯めるように畦

をなおし、地力が高まって土壌が肥沃になるうちに化学肥料の肥効は無くなって、湿性雑草で

あるヒエが徐々に温和しくなっていきます。その仕組みが判らないうちは、ヒエの強さやしぶとさ

に驚いて除草剤に頼りたくなります。ヒエが元気な田んぼの特徴が「有機的な痩せ土」や「漏水

田」です。 
逆に有機肥料を主体にして水稲のわらやもみ殻、米ぬかなどを増やして、有機栄養が豊富な

状態で、深水を維持し代かきを徹底して田を柔らかくすると、有機農業でもっとも人気のあるコナ

ギ主体の水田に変わっていきます。コナギは稲わらやもみ殻、米ぬかによって発芽が刺激され、

代かきによって斉一に発生する性質をもっています。 
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化学肥料から有機肥料に変えて、水管理を徹底していくうちに、「酸化型」のヒエから、酸化還

元をくり返す型のホタルイに変わり、さらに過剰代かきで「還元型」のコナギへと変わっていきます。

さらに湿田化が進み有機的な肥沃度が高まるとオモダカに変わり、部分的にでも水はけが悪す

ぎると「強還元型」のクログワイに変化します（図Ⅲ－9）。このように水田環境に応じた優占する雑

草の種類となりますので、有機物の施用方法や水管理方法を変える目安とします。物理的には

コナギからオモダカが生えやすい代かきがイネに適し、稲わらなどの未熟な有機物が水田内で

腐って、稲の生育に障害を与えることを疑う必要があります。 
コナギからオモダカが生えやすい土壌で、イネを優先して生育させるには、稲わら等の未熟な

有機物をいかにして土に戻すのかがポイントになります。 
  

   

 
 図Ⅲ－9 雑草と土壌条件 

 
②田植え時期で変わる除草効果 

有機物田面施用と同様に、田植え時期により雑草の発生パターンが変わります。一年生雑草

のほとんどは暖かい時期の田植えのほうが雑草発生は斉一にそろい、効果的に除草できます。

また、発生期間が長い多年生雑草も除草回数を増やすことで効果的に抑えられます（図Ⅲ－

10）。田植え後20日以内に10℃以上の有効積算温度（1日の平均温度から10℃を引いて積算

した温度）が 200 日℃に達する時期に田植えを設定すると効果的な除草が可能になります（図

Ⅲ－11）。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図Ⅲ－11 田植え時期別の雑草発生消長と除草のタイミング （長野県松本市黒ボク土 2010） 
※図中の矢印は除草のタイミングを示す ※5 月田植えは 5 月 18 日、6 月田植えは 6 月 5 日に実施 

図Ⅲ－10 
移植時期と除草回数が最高分げつ
期の雑草乾物重におよぼす影響 
（長野県松本市 685m 黒ボク土 2010） 

植代後日数 

有効積算気温 

5 月田植え 6 月田植え 
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２．健全生育と抑草を可能にする風土を活かした育土 
目  的： 水田環境に合わせて最高の田植え条件が整えられるように育土する。 
目  標： 水稲を栽培しながら、腐植の原料を生産しつつ障害を起こさずに有機物を循環させ

る。 
ポイント： 圃場環境に合わせ稲わらが田植え直後に分解しないように入水前の分解促進を心

がける。 
 まず、登熟を優先しながらも適正に秋処理ができるように圃場環境に合わせて落水し

てください。湿田では、適正な中干しで水稲根を深く張らせて落水しても枯れないよう

にすることが、水管理のポイントです。 
 

表Ⅲ－11 落水から代かきまでの作業のポイント 

圃場条件 乾田（水持ちが悪い） 普通 湿田（水持ちが良すぎる）

予想される主な雑草 ノビエ イヌホタルイ コナギ オモダカ クログワイ 

落水 
登熟を優先できる 

（コンバイン作業ができるぎりぎりまで） 

コンバイン作業ができるように落水。中干

し・溝切りから根を深く張らす管理を行い、

落水後も登熟をすすめる 

有機物分解 

分解が進めば乾土効果が出

やすい 

乾きすぎは分解が進まない 

中間 
分解が進みにくく、たまりやすい 

田面施用で障害回避 

有
機
物
分
解
条
件

温度 
稲わらを含む未熟な有機物の適正分解に積算温度 1,500℃日必要 

無理な場合は、稲ワラを持ち出して堆肥化 

土壌水分 稲わらを含む未熟な有機物の適正分解には野菜が作れる土壌水分状態保持がベスト 

秋施用（養分） 地力の低い場合はＮ3～5kg を目安に全層施用 
地力が高く、前作の生育状況次第

で投入しない方がよい場合あり 

秋耕起（秋処理） 

稲わら等が乾きすぎないように

数回に分けて、徐々に深く

（15cm 程度）耕耘する 

天候に応じて適

当な水分を保つ

ように調整する 

練らないように乾いてから 

しない方がよい場合あり 

冬耕耘 

稲わら分解のために行う

場合は、乾きすぎないよ

うにする 

同様に乾きすぎず、 

練らないようにする 

雑草塊茎を乾燥と寒気に当てるよ

うに。乾くように。練らないように。 

場合によってはしない 

春耕起 

春雑草が伸び始めた頃、

均平がとれるよう丁寧に

深さの目安は 10cm 程度 

同左だが、練らないよ

うに 

乾くように。練らないように。 

場合によってはしない 

水
田
条
件 

田面 できる限り均平に 目標の高低差は 3cm 以内 

畦塗り 水深 10cm は保てるように強固な畦を作る 日減水深は 2cm（1～3cm）を目標 

日減水深 日減水深 2cm 前後になるように、耕耘代かきを行う 

代
か
き 

荒代かき 
均平がとれていれば浅水 

とれていなければ深水で 
練りすぎないように 

場合によっては 

省略 

複数回代かき 

ため水管理で水温を上げ、一斉発芽を促

して発芽したてをたたく 

但し練りすぎないように 

理想の日減水深が保ちにくくなるため、す

すめない 

植え代かき ていねいに深水浅代かき 中間 あっさり、もしくは、しなくても良い 
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５．緑肥作物 

緑肥作物は一般的に土壌の肥沃化を目的に栽培され、腐熟させずにすき込んだり、刈り倒

して作物間に敷く刈り敷きに使用する作物のことを指します。緑肥作物を作付けることで、粗大

有機物が耕作圃場内で生産できるため、外部からの持ち込みが不要になりコスト軽減にもつな

がります。 
上記以外にも、緑肥作物の中には、土壌病害の抑制効果が認められるものや、ハウスのクリ

ーニングクロップとして活用されるものなど、いろいろな種類と活用方法がありますので圃場の

環境や時期、目的に応じて使い分けます。 
 

１）緑肥の効果 

緑肥作物は種類や品種によって効果が違ってきますが、緑肥作物を活用した場合に期待さ

れる効果としては表Ⅳ－7 のようにあげられます。 
 

表Ⅳ－7 緑肥作物の効果 

効果 項目 

物理性の 

改善 

団粒構造の形成：緑肥による粗大有機物のすき込みは土壌中の孔隙率を増加させ、単粒化した

土壌粒子を団粒化する。特に根系が発達したイネ科作物栽培後の効果が大きい。 

透水･排水性の改善：深根性のマメ科作物の根は土壌深くに進入し、透水性や排水性を改善。 

刈り敷の効果：緑肥を刈って敷くことにより、土壌水分の安定と土壌浸食の防止。 

化学性の 

改善 

保肥力の増大：全ての緑肥作物は土壌にすき込むことにより、生物に分解されて腐植となる。腐

植は肥料成分の陽イオンを吸着し、その流亡を防ぐ。 

クリーニングクロップ：ハウスの過剰塩類を緑肥に吸着させて搬出することにより、塩類集積が回

避できる。 

空中窒素の固定：マメ科作物の根に根粒菌が着生し、空中窒素の固定することによる肥沃化。 

菌根菌によるリン酸の有効利用：菌根菌が着生する緑肥はリン酸の利用率を高める。 

生物性の 

改善 

土壌微生物の多様性の改善：作物の根はムシゲル(糖類の一種)を放出し、根圏にはこれをエサ

とする多くの微生物が増殖する。 

土壌病害の抑制：緑肥の導入は連作を輪作体系にする。特にイネ科の豊富な根圏は有用微生

物の増殖につながり、土壌病害の軽減となる。 

有害線虫の抑制：一部の緑肥には、有害な線虫抑制効果が認められている。 

バンカープランツ：天敵を誘引し、病害虫の軽減となる。 

環境保全 景観美化・防風作物・カボチャの敷きわら緑肥・果樹園の草生栽培・ドリフトガードクロップ。 

『緑肥を使いこなす』（農文協）p.24～25 より一部改変 

 

２）緑肥作物の活用 

緑肥作物が育つためにも養分や環境条件が重要です。初期は堆肥やボカシなどと共に活

用して、作物との輪作体系を組むと効果的です。粗大な有機物量の確保や団粒形成を促す場

合はイネ科緑肥、窒素固定し地力を上げたい場合はマメ科を選択するなどします。圃場の地

力がついてきたら、草生栽培等に活用して圃場内の有機物循環を促し、豊かな圃場生態系の

確立を図ります。 
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